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はじめに 
　テニスの指導において、アンフォースドエラー（以下：UE）を減らすことが重要視されている。平田ら（2014）は、大学女子選手のUEについてフォアハ
ンドストローク、クロスラリー、ダブルフォルト、セカンドサービースのリターンといった試合でよくみられる状況でのUEが多いことを明らかにしている。
しかし、同じエラーであっても相手や自分の状況やポジションにおいても原因が異なってくると考えられる。 
　そこで、本研究ではKH Coderを用いたテキストマイニングにより大学女子選手が試合でおこるUEの原因について分析を行い、エラーの原因の特徴語を検
討した。 

方法 
　対象は大学女子テニス選手10名であった。年齢19.5±0.85歳、テニス競技歴13.3±1.41年であった。いずれも全国大会レベルの出場経験のあるものとし
た。試合形式は８ゲームマッチとし、分析はポイントの最終ショットについて、「カウント」「ショット」「フォアハンド・バックハンド」「アウト・ネッ
ト」「エラーしたコース（クロス・ストレート）」「相手の打ったコース（クロス・ストレート）」「ポジション１（フォアサイド・センター・バックサイ
ド）」「ポジション２（ディフェンス・アタック・フィニッシュ）」「ラリー数」についての分析と選手がUEだと思ったショットの後に、その理由につい
てICレコーダーで録音をした。UEの原因についてはUE301ポイントの内、ICレコーダーによる録音の不備を除く299ポイントを分析対象とした。 
　分析は計量テキスト分析、KH Coder 2.Beta.29eを使用し、ゲーム分析で得られた情報とエラーの原因との関係から状況によってどのようなエラーの原
因がみられるかみた。 

結果 
１．特徴語の分析 
１）アウト・ネット・サイドアウトによる違い（表１） 

 

　クロスでの特徴では「打
ち」過ぎ、「狙い」過ぎと
いった内容や「前」のボー
ルや「足」といった原因が
みられた。ストレートでの
特徴では「決める」といっ
た力みにつながるものや
「前」のボール、準備が
「遅い」といった内容で
あった。逆クロスでの特徴
では「回り込む」「足」と
いった内容で、であった。
また、「決める」といった
力みにつながるものもみら
れた。 

まとめ 
 
　大学女子テニス選手のUEの原因は「前のボールの処理」「準
備の遅さ」といった状況判断に関わる原因がみられた。また、
「フォアハンド」「コースチェンジ有り」「逆クロス」といっ
た有利なと思われる状況においては技術的な原因がみられるこ
とが明らかになった。 
　特に、有利なと思われる状況では先のことを意識しすぎるこ
とによりUEがみられることから、大学女子テニス選手がUEを少
なくするためにはエラーの起こるであろう状況での正確な判断
を行いプレーする必要がある。 
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　共通してみられたものには
「前」で、前のボールの処理が
UEに繋がっていると考えること
ができる。 
　フォアハンドの特徴としては
自分や相手の状況に関する内容
や「足」「身体」といった準備
や技術的な内容であった。また、
「狙いすぎ」てしまうことも原
因になっている。 
　バックハンドの特徴は「後
ろ」「深い」といったボール軌
道やポジションに関する内容で
あった。  

３）エラーしたコースによる違い（表３) 

　アウトでの特徴として、「前」のボールの処理、ボール「回転」「スウィン
グ」に関する内容であった。サイドアウトの特徴として、「狙う」「決める」と
いった内容や「相手」や「自分」の状況に関する内容であった。ネットでの特徴
として「（ポジションに）入る」「力み」「準備の遅さ（ポジションへの遅さの
含む）」「タイミング（早い・遅い）」に関する内容であった。 

２）フォアハンド・バックハンドによる違い（表２） 　４）コースチェンジの有無による違い（表４） 
　コースチェンジ有りの特徴として「相手」「前」といった状況
に関する内容と「入る」「足」「遅い」といった準備に関する内
容であった。コースチェンジ無しの特徴として「身体」「振る」
といった技術的な問題であったり、「後ろ」「高い」「クロス」
といったボールの状況に関する内容であった。 


